
令和５年度 手賀沼における水生植物調査業務 仕様書 

 

１ 目的 

手賀沼に生息している水生植物については、近年のハスの消失や特定外来生物の急速な 

繁茂等、年々変化しているところである。 

水生植物の適切な管理・保全を行うためには、現況を把握することが必要であること  

から、本業務は、手賀沼及びその流域河川における水生植物の繁茂状況等の現況把握を  

行うことを目的とする。 

 

２ 履行期限 

契約締結日から令和６年２月２９日までとする。 

なお、業務内容のうち空中写真の撮影及び現地調査は、令和５年８月３１日までに完了

するものとする。 

 

３ 業務内容 

（１）水生植物繁茂状況調査 

手賀沼流域における表１及び図１の範囲を対象に、無人航空機を用いて空中写真を 

撮影すること。空中写真から判読できない橋脚や樹木の下部については、必要に応じて

船舶等を仕様した現地調査を実施すること。 

なお、空中写真の撮影条件は以下のとおりとするが、飛行制限区域等がある場合は  

この限りではない。 

 

   地上分解能：３．５ｃｍ／ピクセル 

  航路上のオーバーラップ等：８０％ 

   航路間のオーバーラップ率：６０％ 

 

（２）空中写真の整理 

撮影した空中写真は、オルソ補正した上で水生植物群落の境界線を推計し、水生植物

の群落ごとに繁茂箇所及び繁茂面積を算出すること。 

 

（３）環境基図の作成 

上記（１）及び（２）の結果から、図２を参考として、手賀沼流域で繁茂している水生

植物について、環境基図を作成する。 

 

（４）区画ごとの群落の特徴の整理 

図３に示した区画について、区画ごとの水生植物群落の特徴及び課題を整理する。 

 

（５）水生植物の繁茂域の拡大・衰退要因等の検討 

発注者から提供される過年度調査結果と合わせて、水生植物群落面積の経年変化を 

整理する。その際、繁茂域の拡大、あるいは衰退した水生植物の変化要因について検討

する。また、ナガエツルノゲイトウやオオバナミズキンバイ等の特定外来生物について、

今後の繁茂域の変化見込みを予測する。 

 

 



４ 打合せ等 

業務の打合せを業務着手時に１回、業務完了時に１回の計２回実施すること。 

受注者は、打合せ要旨を事後発注者に提出すること。  

 

５ データ整理・成果品 

調査等の結果については、内容を取りまとめの上、報告書を作成し、以下の成果品を  

提出すること。なお、提出場所は千葉県環境生活部水質保全課とする。 

 

・調査結果報告書（Ａ４版製本）         ２部 

・環境基図            １式 

・上記電子データ及び現地調査結果を踏まえた 

ＧＩＳデータ（シェープファイル等）を記録したＤＶＤ－Ｒ １枚 

 

６ 成果品の管理及び帰属 

成果品の管理及び帰属は全て発注者にあるものとする。受注者が成果品を公表すること

は一切これを認めない。 

 

７ 法令遵守及び関係者との調整等 

（１）航空法のほか関係法令を遵守し、関係機関に対し必要な手続を行うこと。 

（２）船舶を使用する調査の実施に当たっては、地元漁業及び遊覧船・ヨット等の関係者と

調整し、実施日や方法について承諾を得ること。 

（３）水難事故防止に努めること。 

 

８ 費用の負担 

受注者は、本業務の実施に必要な機材、燃料、消耗品等の一切の費用を負担するものと

する。 

 

９ 秘密の保持等 

受注者は、本業務により知り得た情報について、発注者の許可なく第三者に提供しては

ならない。なお、本業務完了後も同様とする。 

 

１０ その他 

本仕様書の解釈に疑義を生じた事項又は仕様書に明記されていない事項については、  

必要に応じて発注者と受注者で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 



表１ 調査対象範囲 

河川名等 調査範囲 

手賀沼 全域 

下手賀沼 全域 

大堀川 常磐線高架から手賀沼流入口まで 

大津川 下橋から手賀沼流入口まで 

染井入落 日の出橋から手賀沼流入口まで 

金山落 今井三号橋から下手賀沼流入口まで 

亀成川 小山橋から下手賀川への合流地点まで 

手賀川 手賀沼流出地点から六軒川、弁天川への分流地点まで 

下手賀川 下手賀沼流出地点から手賀川への合流地点まで 

六軒川 手賀川からの分流地点から手賀排水機場まで 

弁天川 手賀川からの分流地点から手賀排水機場まで 
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